
ひと・まち★きらり　

すう広報

大島
お

　1 月２９日、大島文化センターで開催されたちょび
塩ミニサミットにおいて、「味覚の授業」の公開講座
が行われました。講師は津和野のイタリア料理店オー
ナーシェフ赤松健二さんで、味に関する基礎知識をは
じめ、食材を大切にすることや、五感を使って料理を
味わうことで感性を磨いていってほしいことなど、試
食などを通して子どもたちに分かりやすくお話をされ
ました。（ちょび塩ミニサミット関連は６ページに掲載）

　　２
2017（平成 29）年
№ 149

月号

味のちがいを楽しもう！
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か
し
こ
い
消
費
者

め
ざ
せ
！

【
処
理
】

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
で
あ
っ
た
た

め
、
解
除
通
知
の
書
き
方
と
出
し
方
を
助
言

し
た
。
あ
わ
せ
て
、「
無
料
で
点
検
す
る
」

な
ど
と
言
っ
て
、
販
売
目
的
を
隠
し
て
訪
問

し
、
消
費
者
の
不
安
を
あ
お
り
、
高
額
な
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
販
売
す
る
ト
ラ
ブ
ル
事
例

な
ど
に
つ
い
て
情
報
提
供
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】　　
　
　
　

　

訪
問
販
売
で
、
高
額
な
布
団
の
契
約
を
強

引
に
さ
せ
ら
れ
た
と
い
っ
た
相
談
が
全
国
の

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
突
然
、
知
ら
な
い
業
者
が
「
点
検
に

来
た
」
と
訪
問
し
た
場
合
は
、
事
例
に
あ
る

よ
う
に
点
検
商
法
の
可
能
性
が
高
い
の
で
、

強
引
な
布
団
の
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を
！

　

柳
井
地
区
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
２
１
２
５

　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

ご相談は…

注
意
が
必
要
で
す
。

　

ド
ア
を
開
け
る
前
に
訪
問
者
や
用
件
を
確

認
し
、
必
要
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
り
、「
無

料
」
と
言
わ
れ
て
も
、
家
の
中
に
入
れ
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
一
人
で
は
対
応

せ
ず
、
家
族
や
近
所
の
人
な
ど
周
囲
の
人
に

で
き
る
だ
け
同
席
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。「
特
別
に
値
引
き
す
る
」
と
言
わ

れ
て
も
、
そ
の
場
で
す
ぐ
契
約
せ
ず
、
家
族

や
周
囲
の
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

契
約
し
て
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
契

約
の
取
り
消
し
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
訪
問
販
売
で
あ
れ
ば
、
法
律
で
定
め
ら

れ
た
事
項
が
書
か
れ
た
書
面
を
受
け
取
っ
た

日
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
布
団
な
ど
使

用
し
て
い
て
も
、そ
の
ま
ま
返
却
で
き
ま
す
。

ま
た
、
虚
偽
の
説
明
に
よ
り
消
費
者
が
誤
認

し
て
契
約
し
て
し
ま
っ
た
場
合
や
、
契
約
さ

せ
る
た
め
に
事
業
者
が
消
費
者
を
脅
迫
し
た

り
困
ら
せ
る
行
為
を
行
っ
た
場
合
、
帰
っ
て

ほ
し
い
と
言
っ
た
の
に
事
業
者
が
帰
ら
な
い

な
ど
、
不
適
切
な
勧
誘
が
あ
っ
た
場
合
は
、

契
約
の
取
り
消
し
が
で
き
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
方
の
多
く
は
高
齢
者
で

す
。
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、

日
頃
か
ら
声
を
掛
け
合
い
、
本
人
や
家
の
様

子
に
変
化
が
な
い
か
気
を
配
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
高
齢
者
の
家
に
不
審
な
訪
問
者
が
来

て
い
な
い
か
、
家
の
中
に
不
要
な
品
物
や
契

約
書
な
ど
が
な
い
か
な
ど
、
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

　

少
し
で
も
、
疑
問
や
不
安
を
感
じ
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
柳
井
地
区
広
域
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

周
防
大
島
町
商
工
観
光
課  

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

【
相
談
】　　

　
「
羽
毛
布
団
の
消
毒
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
無
料
で
す
る
」
と
突
然
男
性
が
訪
問
し
て
き
た
。

無
料
と
思
い
布
団
を
見
せ
る
と
「
打
ち
直
し
加
工
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。」
と
言
わ
れ
た
。

話
を
聞
く
う
ち
に
、
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
が
、
代
金
は
高
額
で
あ
る

た
め
断
っ
た
。
し
か
し
、
何
度
も
勧
め
ら
れ
、
支
払
い
は
毎
月
１
万
円
ず
つ
の
分
割
払
い
だ

か
ら
大
丈
夫
と
言
わ
れ
、
結
局
根
負
け
し
て
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

　

高
額
で
あ
る
し
、
必
要
な
い
と
思
う
の
で
解
約
し
た
い
と
思
う
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

や な い 警 察
署
だ
よ
り

■問い合わせ　
　周防大島幹部交番    ☎０８２０（７２）０１１０　　柳井警察署　☎０８２０（２３）０１１０

「うそ電話詐欺」被害防止のポイント

○常に新しい詐欺の手口を把握！
○留守番電話機能を利用して犯人からの電話に出ない！
　などの対策で、被害に遭わないようにしましょう！

うそ電話詐欺の手口を知っている人でも詐欺の被害に遭っています！

玄 関 を 開 け る 前 に
よく確認を！
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軽
自
動
車
税
は
4
月
1
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

4
月
1
日
ま
で
に
廃
車
さ
れ
た

方
は
平
成
29
年
度
の
軽
自
動
車

税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

軽
自
動
車
な
ど
を
売
っ
た
り
、

譲
っ
た
り
、
廃
棄
さ
れ
た
方
は

必
ず
所
定
の
手
続
き
を
し
て
く

お
済
み
に
な
り
ま
し
た
か

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
や
名
義
変
更
は

4
月
1
日
ま
で
に

種別 窓口

原動機付自転車（125cc 以下）
小型特殊自動車

周防大島町役場　各総合支所・出張所

軽自動車２輪
（125cc 超～ 250cc 以下）

全国軽自動車協会連合会山口事務所
☎ 083（922）8877

２輪の小型自動車（250cc 超） 山口運輸支局
☎ 050（5540）2073

３輪・４輪軽自動車 軽自動車検査協会山口事務所（コール
センター）☎ 050（3816）3085

だ
さ
い
。
ま
た
、
転
出
や
転
入
を

し
た
方
も
早
め
に
住
所
変
更
手
続

き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

軽
自
動
車
な
ど
に
つ
い
て
の
各

種
手
続
き
は
、
販
売
店
ま
た
は
所

定
の
窓
口
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
種
町
税
の
納
付
に
は

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

軽
自
動
車
税
減
免
申
請
の
手

続
き
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
に
減
免
該
当
さ
れ

た
方
は
「
更
新
」
対
象
者
と
し
て
、

３
月
中
旬
に
減
免
継
続
の
た
め
の

確
認
用
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
内
容
を
確
認
の
上
、
期
限
ま

で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

　基本的なことだけど、ごみ出しには、必ず町指定ごみ袋を使うこと。そして、町指定ごみ袋には、
必ず名前を記入すること。
　名前が書かれた町指定ごみ袋を使うことにより、ごみの責任の所在を明らかにして、トラブルを未
然に防いでいるよ。
　なるべく町指定ごみ袋に入れてほしいけど、大きくて入らないものは、片手で持ち運べる程度の大
きさ（1 ｍ四方未満）重さ（10 ㎏未満）に、切ったり、ひもでくくったりしてまとめ、名前が書かれ
た町指定ごみ袋（大）を結び付けてね。「金属類」についても、「可燃ごみ」等と同様に、袋に入らな
い大きなものは、金属類用の町指定ごみ袋（緑色の麻袋）を必ず結び付けてね。
　これらのルールが守られていないと、回収できないことがあるよ。しっかり守ろうね！
　町指定ごみ袋は、町内の小売店や役場総合支所などで販売していて、売り上げの一部は、
ごみの処理費用に充てられているんだよ。町指定ごみ袋には、可燃ごみ用、プラスチックご
み用、空カン用、ペットボトル用、金属類用、埋立ごみ用の６種類があるよ。可燃ごみ用と
プラスチックごみ用は使い捨てだけど、その他は繰り返し使えるので大切に使ってね。

はじめまして！！わたしは、「みかんちゃん」。
周防大島町環境センター（リサイクルセンター）
のマスコットキャラクターです。
周防大島の美しい環境を守るため、皆さんに正
しいごみの出し方を教えちゃいます。
よろしくね！

ごみの出し方講座

「町指定ごみ袋」について

みかんちゃんの

■問い合わせ　生活衛生課　☎０８２０（７９）１０１２

○ 町指定の袋に名前を書いて出す
○ 大きくて袋に入らないものは片手で持ち運べる大きさにし
　て指定の袋を結び付ける（大きさは１m 四方未満、重さは 10kg 未満）

今回のポイント！
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福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
の
助
成

　

高
齢
者
ま
た
は
障
害
者
の
社
会

参
加
の
促
進
や
通
院
等
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
、
健
康
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
町
内
タ
ク

シ
ー
の
利
用
料
の
一
部
（
基
本
料

金
）
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

■
利
用
対
象
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４
級
、

療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
～
３
級
を
お
持

ち
の
方
お
よ
び
満
80
歳
以
上
の
方

■
交
付
枚
数

人
工
透
析
患
者･･･

年
間
48
枚

身
体
障
害
者
等･･･

年
間
24
枚

満
80
歳
以
上･････

年
間
12
枚

■
内
容

　

町
内
の
タ
ク
シ
ー
業
者
を
利
用

し
た
場
合
に
限
り
、
基
本
料
金
を

助
成
し
ま
す
。

■
有
効
期
限

　

４
月
１
日
～
平
成
30
年
3
月
31

日■
申
請
手
続
き

○
場
所　

各
総
合
支
所
窓
口
・
各

出
張
所
・
福
祉
課
（
た
ち
ば
な
ケ

ア
プ
ラ
ザ
内
）

○
持
参
す
る
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳　

・
療
育
手
帳　

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳　

・
印
鑑

は
り
・
き
ゅ
う
等
施
術
費
の

助
成

　

老
後
の
生
活
と
心
身
の
安
定
を

図
り
、
健
康
の
増
進
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
あ
ん
摩
・
マ
ッ

福
祉
タ
ク
シ
ー
、
は
り
・
き
ゅ
う
等

施
術
費
利
用
券
助
成
申
請
の
受
付
を
始
め
ま
す

サ
ー
ジ
・
指
圧
・
は
り
・
き
ゅ
う

の
施
術
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

■
利
用
対
象
者

　

満
65
歳
以
上
の
方

■
交
付
枚
数

　

最
大
で
年
間
48
枚
（
1
カ
月
4

枚
）

■
内
容

　

町
の
指
定
す
る
施
術
所
で
、
は

り
・
き
ゅ
う
等
の
施
術
を
行
っ
た

場
合
に
、
１
回
に
つ
き
、
１
術
の

場
合
に
７
０
０
円
、
併
術
の
場
合

に
８
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

■
有
効
期
限

　

４
月
１
日
～
平
成
30
年
3
月
31

日	■
申
請
手
続
き

○
場
所　

各
総
合
支
所
窓
口
・
各

出
張
所
・
福
祉
課
（
た
ち
ば
な
ケ

　

平
成
29
年
４
月
以
降
、「
福
祉
タ
ク
シ
ー
」
お
よ
び
「
は
り
・
き
ゅ
う
等
施
術
費
」
の
助
成
制
度
を
利
用

さ
れ
る
場
合
は
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

４
月
以
降
も
引
き
続
き
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
利
用
を
し
よ
う
と
す
る
方
は
、
利

用
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
現
在
使
用
中
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
、
は
り
・
き
ゅ
う
等
施
術
料
金
割

引
証
は
４
月
以
降
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）

■
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
（
基

準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ

る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺

族
年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没

者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い

場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
し
ま

す
。

１　

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

　

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

　

取
得
し
た
方

２　

戦
没
者
等
の
子

３　

戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③

　

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
、
生
計
関

係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ

り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４　

前
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没

者
等
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、

姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

■
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円

　

５
年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

30
年
４
月
２
日
ま
で

（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
10
回

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

ア
プ
ラ
ザ
内
）

○
持
参
す
る
も
の　

印
鑑

◎
4
月
か
ら
ご
利
用
に
な
り
た
い

方
は
平
成
29
年
３
月
８
日
㈬
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
申
請
に
つ
い
て
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重
度
の
障
害
の
あ
る
方
へ

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す

重
度
の
障
害
の
あ
る
方
で
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
に
特
別
な
介
護
が
必
要
な
方
は
、

認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
特
別
障
害
者
手
当
な
ど
が
受
給
で
き
ま
す
。

【
特
別
障
害
者
手
当
】

対
象

　

身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
重

度
の
障
害
（
※
１
）
が
あ
り
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護

が
必
要
な
満
20
歳
以
上
の
在
宅
障

害
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
。

①
重
度
の
障
害
が
二
つ
以
上
あ
る

（
内
部
障
害
の
重
複
は
一
つ
の
障

害
と
し
て
扱
い
ま
す
）

②
重
度
の
障
害
が
一
つ
あ
り
、
ほ
か

の
障
害
（
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
、

療
育
手
帳
の
障
害
の
程
度
が
Ａ
、
精

神
障
害
）
が
二
つ
以
上
あ
る

③
重
度
の
障
害
が
一
つ
あ
り
、
そ
の

障
害
の
た
め
日
常
生
活
（
動
作
）
に

お
い
て
常
に
特
別
な
介
護
が
必
要

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

対
象

　

身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
重

度
の
障
害
（
※
１
）
が
あ
り
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護

が
必
要
な
満
20
歳
未
満
の
在
宅
障

害
児
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
子
ど
も
。

①
重
度
の
障
害
が
一
つ
以
上
あ
る

②
知
的
障
害
（
療
育
手
帳
の
障
害
の

程
度
が
Ａ
）
と
身
体
障
害
（
身
体
障

害
者
手
帳
２
級
）
の
合
併
障
害

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

対
象

　

身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
障

害
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
満
20
歳
未
満
の
子
ど
も
を

家
庭
で
養
育
し
て
い
る
保
護
者

■
１
級
に
該
当
す
る
子
ど
も

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま

た
は
３
級
の
一
部
（
※
２
）

②
療
育
手
帳
の
障
害
の
程
度
が
Ａ

■
２
級
に
該
当
す
る
子
ど
も

①
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
ま
た
は

４
級
の
一
部
（
※
３
）

②
療
育
手
帳
の
障
害
の
程
度
が
Ｂ

※
１　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

　

級
、
知
的
障
害
者
で
Ｉ
Ｑ
（
知

　

能
指
数
）
が
お
お
む
ね
20
以
下
、

　

重
度
の
精
神
障
害

※
２　

下
肢
障
害
に
お
い
て
、
両

　

足
首
か
ら
欠
く
も
の

※
３　

下
肢
障
害
に
お
い
て
、
一

手当 支給額（月額）

特別障害者手当 26,830 円

障害児福祉手当 14,600 円

特別児童扶養手当
1 級   51,500 円
2 級   34,300 円

中
学
生
医
療
費
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

　

周
防
大
島
町
で
は
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
医
療
費
の
助
成
制
度

の
対
象
児
童
を
中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
充
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
に
入
学
さ
れ
る
方
は
、
ち
び
っ
子
医
療
費
助
成
制
度
か
ら
中
学

生
医
療
費
助
成
制
度
に
変
更
に
な
る
た
め
、
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
申
請
が
必
要
な
方

　

今
年
中
学
校
に
入
学
さ
れ
る
方

■
受
給
者
証
有
効
期
間

　

４
月
１
日
～
７
月
31
日

（
８
月
１
日
以
降
の
受
給
者
証
に
つ
き
ま
し
て
は
、
再
度
更
新
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
役
場
福
祉
課
ま
た
は
最
寄
り
の
総

合
支
所
・
出
張
所
で
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
、
ち
び
っ
子
医
療
費
助
成
制
度
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
に
は
申
請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き
が
お
済
み
で
な

い
方
は
今
月
中
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
受
給
対
象
者
の
健
康
保
険
証

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

　

下
肢
の
機
能
の
著
し
い
障
害
以
上

手
当
に
は
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す

・
本
人
ま
た
は
配
偶
者
、
扶
養
義
務

者
の
所
得
が
一
定
以
上
あ
る
と
き

・
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い

る
と
き

・
３
カ
月
以
上
入
院
し
て
い
る
と

き
（
特
別
障
害
者
手
当
の
み
）

手
当
の
認
定
に
つ
い
て
は
審
査
が

あ
り
、
該
当
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す

　

手
当
に
よ
っ
て
必
要
な
書
類
が

異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
福
祉

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５
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し
っ
ち
ょ
る
？   

や
っ
ち
ょ
る
？   

健
康
づ
く
り
！

～
「
ち
ょ
び
塩
」
で
お
い
し
く
、
運
動
・
活
動
で
元
気
に
！ 

～
47

広
が
る
「
ち
ょ
び
塩
」
の
輪

ち
ょ
び
塩
ミ
ニ
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ

周
防
大
島
を
開
催
し
ま
し
た
！

　

１
月
29
日
に
「
ち
ょ
び
塩
ミ
ニ
サ
ミ
ッ

ト
ｉ
ｎ
周
防
大
島
」
を
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
、
会
場
は
大
勢
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
講
演
会
の
他
、

減
塩
メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
や
Ｊ
Ａ

山
口
大
島
の
ち
ょ
び
塩
弁
当
、
地
元
パ
ン

屋
ワ
ン
ハ
ー
ト
の
ち
ょ
び
塩
パ
ン
、
丸
久

に
よ
る
減
塩
商
品
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
旬
の
野
菜
や
果
物
、
特
産

品
も
数
多
く
並
び
、
企
業
や
団
体
が
会
場

を
盛
り
上
げ
、
ち
ょ
び
塩
を
『
見
て
、
聴

い
て
、
触
れ
て
、
味
わ
い
』
楽
し
く
学
ぶ
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

「
ち
ょ
び
塩
」
で
「
ゆ
っ
く
り
」
食
事
を

　
「
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
食
事
摂
取
状
況
、

保
育
所
・
小
中
学
校
の
全
国
調
査
か
ら
見

え
た
現
状
と
課
題
」
と
題
し
た
、
東
京
大
学

大
学
院
教
授 

佐
々
木
敏
先
生
の
講
演
で
は
、

「
高
血
圧
や
生
活
習
慣
病
の
発
病
は
、
35
歳

ま
で
の
食
塩
の
摂
り
方
（
減
塩
）
で
大
き
く

決
ま
る
た
め
、
幼
い
頃
か
ら
の
食
事
が
と
て

も
大
事
」
で
あ
る
こ
と
や
、
食
べ
る
早
さ
に

つ
い
て
も
「
早
い
ほ
ど
肥
満
児
が
多
く
な
る

傾
向
に
あ
り
、『
ゆ
っ
く
り
食
べ
な
さ
い
』

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
大
人
が
見
本
を
見
せ

て
あ
げ
て
」
と
、
子
ど
も
の
未
来
を
守
る
た

め
に
も
食
事
は
と
て
も
大
切
で
、
周
囲
の
大

人
が
手
本
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

五
感
で
味
わ
お
う

　

午
後
か
ら
は
、
赤
松
健
二
シ
ェ
フ
に
よ

る
「
味
覚
の
授
業
」（
表
紙
で
紹
介
）
が
行

わ
れ
、
地
元
の
小
学
生
や
保
護
者
ら
約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
赤
松
シ
ェ
フ
は
「
味

覚
の
発
達
は
小
学
校
高
学
年
が
ピ
ー
ク
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
五
感
（
視
覚
、
聴
覚
、

嗅
覚
、
味
覚
、
触
覚
）
を
使
っ
て
食
事
を

地域で取り組むちょび塩活動
　「東和中学校『ちょび塩』の取り組み～学校・
地域みんなで健康づくり～」と題して、同校の
保健・給食委員会の広津のどかさん（３年）と
安野里菜 さん（２年）が、学校でのちょび塩
の取り組みについて紹介し、「家族や地域みん
なの健康のためにも、これからもちょび塩に取
り組みたい」と抱負を述べました。
　続いて、町内でパンを製造する嶋津朗暢さん
が「まちのパン屋が挑む！ちょび塩パン誕生秘
話」と題して、ちょび塩パンが誕生するまでの
経緯などを紹介。従来の製法と正反対の「引き
算」で美味しくしようと考え、食塩の３割カッ
トを実現し、味や形にもこだわった減塩のパン

「ちょび塩パン」を完成させました。このちょ
び塩パンは中央フードと道の駅サザンセトと
うわで販売されています。
　この他にも、大島文化センター内にあるカ

フェ＆レストラン  
ジョイナスでは３
月までの期間限定
で「ちょび塩ロコ
モコ丼」を販売し
ていることなどが
紹介されました。

楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
、
味
の
種
類
や
感

じ
る
仕
組
み
、
味
付
け
の
工
夫
な
ど
を
説

明
。
ま
た
、
炒
め
た
玉
ネ
ギ
や
レ
モ
ン
の

甘
さ
を
活
か
し
た
料
理
の
試
食
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
命
を
い
た
だ
く
こ
と
の
尊
さ
な

ど
に
つ
い
て
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
健
康
増
進
計
画
推
進
委
員

を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・
関
係
団
体
の
方
々

の
協
力
を
得
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
心
か
ら
感
謝
す
る
と
と
も
に
改
め
て
地

域
が
持
つ
力
の
大
き
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
町
民
一
丸
と
な
っ
て
ち
ょ
び
塩

に
取
り
組
み
、
５
年
後
、
10
年
後
も
元
気
で

活
力
あ
る
周
防
大
島
町
を
目
指
し
て
健
康
づ

く
り
を
促
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課  

健
康
づ
く
り
班

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
４

▲減塩商品がズラリ。減塩への関心は高く
様々な減塩商品が開発されています

▲「未来の体を作るのは食
習慣。特に幼い頃からの味
覚が重要」と佐々木先生

▲「ただ食べるのではなく、どん
な食材が使われ味付けされている
か想像してみて」と赤松シェフ

▲「ちょび塩パン」ワンハー
ト代表の嶋津さん
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周
防
大
島
観
光
協
会
で
は
11
月
～
3
月

の
期
間
、
島
の
名
物
料
理
「
み
か
ん
鍋
」

を
囲
む
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
「
鍋

婚
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

み
か
ん
鍋
を
ラ
ッ
キ
ー
ア
イ
テ
ム
に
恋

と
グ
ル
メ
を
求
め
る
男
女
が
周
防
大
島
で

出
会
う
、
そ
ん
な
素
敵
な
機
会
を
周
防
大

島
鍋
奉
行
会
（
み
か
ん
鍋
加
盟
店
）
が
素

敵
に
演
出
い
た
し
ま
す
。

　

御
用
改
め
‐
お
目
通
り
‐
み
か
ん
鍋
御

出
座
‐
み
か
ん
雑
炊
御
出
座
‐
落
着
の
順

に
鍋
婚
を
進
行
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
カ
ー
ド
や
ア
プ
ロ
ー
チ
カ
ー
ド
を
活
用
し

て
男
女
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
美
味
し
い
み
か
ん
鍋
を
ご
用
意
し
て
鍋
婚
を
開
催
中
で

す
の
で
、
み
か
ん
鍋
を
食
べ
て
み
た
い
方
、
何
よ
り
素
敵
な
出
会
い
を
期
待

さ
れ
る
方
は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
開
催
日
時
や
会
場
に
関
し
ま
し
て
は
周
防
大
島
観
光
協
会
ま
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
観
光
協
会　

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
２
１
３
４

　今回は冬野菜の白菜がたっぷりとれるちょび塩レシピを
紹介します。スープなどの汁物は食塩が多くなりがちです
が、しょうがやねぎなど
の香味野菜、ごま油の風
味で、ちょび塩でもおい
しく食べられるよう工夫
しています。白菜はキャ
ベツやもやしなどに変え
ても◎。１日１杯を目安
に野菜をたっぷり入れて
作りましょう！

白菜と春雨のしょうがスープ

町内の協力店舗や医療機関、各総合支所・出張所などにちょび塩レシピを
置いていますので、ぜひご利用ください。

〈作り方〉　　　　　　　　　　　　
１．白菜は芯の部分は細切りに、葉の部分は２㎝幅に切る。にんじん
　　とハムは細切りにする。
２．春雨は熱湯で戻す。
３．鍋にごま油をひいてしょうがを炒め、香りが立ったら①の具材を炒める。
４．分量の水を入れて煮立ったら、②の春雨を加え、Ａで調味する。
５．火を止めて小口切りにしたねぎを散らす。

〈１人分の栄養素量〉
　エネルギー　 58kcal　
　たんぱく質　 　1.5g
　 脂質　　　　　1.8g　　
　食物繊維　　 　1.3g　　
　食塩相当量　 　1.0g

◆問い合わせ　健康増進課 健康づくり班 ☎０８２０（７３）５５０４

ちょび塩　冬レシピ

材料 ２人分

白菜
にんじん
ハム
春雨
水
鶏ガラスープの素
しょうゆ
こしょう
ごま油
しょうが（千切り）
ねぎ

８０ｇ
２０ｇ

1 枚
１５ｇ

３００ｍｌ
小さじ１

小さじ１／２
少々

小さじ１／２
１０ｇ

５ｇ

写真はイメージです

Ａ

～みかん鍋を囲んで楽しい婚活～

♥ ♥ ♥♥ ♥ ♥

　

受
付
に
て
差
し
障
り
な
い
程
度

の
個
人
情
報
を
記
入
し
て
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
カ
ー
ド
を
作
成
い
た
だ

き
ま
す
。

　

向
か
い
合
わ
せ
の
方
と
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
カ
ー
ド
を
交
換
、
3
分

間
の
自
己
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

全
て
の
皆
さ
ん
が
お
目
通
り
で

き
る
よ
う
順
次
席
替
え
を
い
た
し

ま
す
。

　

メ
イ
ン
デ
ィ
シ
ュ
の
み
か
ん
鍋

が
登
場
！
取
り
分
け
て
あ
げ
る
こ

と
で
好
感
度
ア
ッ
プ
か
も
？

　

こ
の
時
、
お
目
通
り
の
際
に
記

入
い
た
だ
き
ま
し
た
第
一
印
象

カ
ー
ド
を
回
収
い
た
し
ま
す
。

　

シ
メ
の
み
か
ん
雑
炊
が
登
場
！

　

こ
の
時
、
意
中
の
方
の
お
名
前

を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
プ

ロ
ー
チ
カ
ー
ド
を
回
収
い
た
し
ま

す
。

　

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
結
果
を
個
別

に
お
伝
え
し
て
鍋
婚
の
お
開
き
と

な
り
ま
す
。
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　近年の宮崎県における口蹄疫や全国各地での高病原性鳥インフ
ルエンザの発生を踏まえて、家畜伝染病予防法が改正され、家畜
伝染病の発生予防やまん延防止のため、平成 23 年より家畜や家
禽の所有者は、毎年１回、飼養している家畜や家禽の頭羽数およ
び飼養衛生管理の状況について報告が必要となりました。

　なお、小規模飼養者は家畜の種類と頭羽数のみの報告となります。
　小規模飼養者とは、　　　　　　　　　　　　　
　　　●牛、水牛、馬　…１頭
　　　●鹿、羊、山羊、豚、いのしし　…５頭以下
　　　●鶏、うずら、あひる、きじ、ほろほろ鳥、七面鳥、
　　　　あいがも　…99 羽以下
　　　●だちょう　…９羽以下　

◆報告期限　３月７日㈫

◆提出場所　農林課または各総合支所、出張所
※報告書の様式につきましては、周防大島町役場農林課までお問
　い合わせください。または農林水産省の家畜伝染病予防法の改
　正ホームページからもダウンロードできます。

◆ 問い合わせ　農林課　農林振興班　☎ 0820（79）1002
　　　　　　　 東部家畜保健衛生所　☎ 0820（22）2416

家畜飼養者の皆さまへ
全ての反

はんすう

芻獣
じゅう

・豚・馬・家
か

禽
きん

は１頭、１羽からの報
告が義務化されています

　
　

▼犬を飼い始めたら
　生後 91 日以上の犬を飼い始めた方は、
町へ登録をしてください。

（登録には手数料３, ０００円が必要で
す。）

▼犬の登録内容に変更があるとき
①犬が死んだ場合
　　町へ死亡届を提出してください。
②町内に犬が転入した場合
　　前の自治体で交付された「犬の鑑札」
　や「狂犬病予防注射の案内通知」等を
　持参して、町で手続きをしてください。
③町外へ犬が転出した場合
　　転出先自治体の犬を担当する課に「犬
　の鑑札」などを提出して手続きをしてく
　ださい。
④飼い主が変わったり住所変更した場合
　など
　　町で変更の手続きをしてください。

◆問い合わせ　生活衛生課
☎０８２０（７９）１０１０

犬を飼われる皆さまへ

農
地
の
賃
借
料
情
報
を

提
供
し
ま
す

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
締
結

（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借
（
58
筆
）
に
お
け

る
賃
借
料
水
準
（
10
ａ
当
た
り
）
は
、
左

表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

農
業
委
員
会
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

●周防大島町農地賃借料情報
農地の区分 平均額 最高額 最低額

田（水稲）の部
基盤整備地域 １０，５００円 １０，５００円 １０，５００円

未整備地域 １０，８００円 １５，６００円 ５，３００円

　 畑（普通畑）の部 ７，１００円 １０，１００円 ２，８００円

　 畑（樹園地）の部 ４，２００円 ５，９００円 ２，５００円

※農地の貸借の方法は、上記のほか、借賃の発生しない「使用貸借」（平成２８年　
実績２３３筆）があります。

《対象家畜》牛、水牛、馬、鹿、羊、山羊、豚、いのしし
《対象家禽》鶏、うずら、あひる、きじ、だちょう、ほろほろ鳥、

　　　　　七面鳥、 あいがも
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表彰

火の用心７つのポイント
１　家のまわりに燃えやすいものを置かない。
２　寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。
３　天ぷらを揚げるときは、その場を離れない。
４　風の強いときは、たき火をしない。
５　子供には、マッチやライターで遊ばせない。
６　電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。
７　ストーブには、燃えやすいものを近づけない。

平成２９年春季全国火災予防運動

消しましょう　その火その時　その場所で　（全国統一防火標語）

３月１日㈬から３月７日㈫までの７日間

地域のみなさんと消防のつどい～防火フェスタ２０１７

 日時　３月４日㈯　午前９時３０分～正午
 場所　柳井市南町ゆめタウン柳井駐車場
 主催　柳井地区広域消防組合

内容アトラクション
消防マスキングテープ無料配布（9：15 から先着 100 名に配布します）、
柳井地区広域消防音楽隊による演奏、柳井消防署によるはしご車展示、
幼年消防クラブによる防火演技、防災グッズ等大抽選会（9：40 から先
着 200 名に抽選券を配布します）、防火もちまき
展示・訓練コーナー
住宅用火災警報器の展示、消火器取扱い訓練、はしご車体験搭乗、消防
装備品の展示および記念撮影、わたがしの配布（先着 200 名）

火災予防優秀作品展

　平成２8 年に募集した火災予
防作品のうち金賞作品３１点を
展示します。

２月１７日㈮～２月２４日㈮
周防大島町役場大島総合支所
１階ロビー

２月２５日㈯～３月５日㈰
ゆめタウン柳井店舗内

◆問い合わせ
　柳井地区広域消防組合
☎０８２０（２３）７７７４

◆山口県消防クラブ連合会会長表彰
　源空寺保育園幼年消防クラブ
　珠山信孝さん（戸田）

消防団の活動服が新しくなりました
　消防団員の活動服は、平成１７年の整
備以来使用していましたが、この度、消
防団員制服基準の改正に基づき、新基準
である難燃性素材活動服を再編交付金事
業を活用し購入しました。
　新しい活動服は、消防団員の安全確保
を重視し、難燃性素材を使用するととも
に、オレンジ色の配色を増やして、夜間
活動時等の視認性を高めた仕様となって
います。
　今後も、消防団装備品の更新や新規導

入を適宜行い、火災をはじめとする様々な災害に対応できるよう消
防防災力の強化に努めていきます。
　＊事業費　１，６０２万円（再編交付金事業）

■問い合わせ　総務課消防防災班　☎０８２０（７４）１０００
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12
月
13
日
、「
郷
土
お
お
し
ま
発
表
大
会
兼
山
口
県

起
業
体
験
推
進
事
業
発
表
大
会
」
が
橘
総
合
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
周
防
大
島
高
等
学
校
と
連
携
す
る

町
内
の
４
中
学
校
が
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
誇
り
と
愛

着
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
等
に
お
い
て
行
っ
て
い
る
、
周
防

大
島
に
関
す
る
学
習
や
取
り
組
み
を
発
表
す
る
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
山
口
県
の
起
業
体

験
推
進
事
業
の
指
定
を
受
け
、
城
山
小
学
校
・
東
和
中

学
校
・
周
防
大
島
高
校
の
起
業
体
験
も
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

　

リ
ポ
ー
ト
形
式
で
の
発
表
や
実
演
な
ど
発
表
方
法
も

工
夫
さ
れ
、
興
味
を
引
く
内
容
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

司
会
進
行
も
中
学
生
と
高
校
生
が
連
携
し
て
行
い
ま
し

た
。
今
年
度
は
新
た
に
英
語
を
使
っ
た
地
域
貢
献
や
、

周
防
大
島
と
姉
妹
島
縁
組
を
結
ん
で
い
る
カ
ウ
ア
イ
島

中  

高 

一  

貫  

教  

育  

だ  

よ  

り  

⑤

☆各校の発表内容☆

■城山小学校
　「ようこそ！城山総合マーケットへ」
　　　　　　　　　　　　（起業体験）
■東和中学校
　「アントレプレナーシップについて」
　　　　　　　　　　　　（起業体験）
　「夢のかけはし」
■安下庄中学校　
　「秘密のアゲノＳＨＯＷ！」
■大島中学校
　「周防大島ふるさと再発見」
■久賀中学校
　「引山太鼓」
■周防大島高校
　「ＥＩＧＯで地域へＧＯ！」
　「島・学・人　一つに繋げた海の市」 
　　　　　　　　　（起業体験）
　「人生の応援歌を探して
　　～星野先生の心をつなぐ」
　「島で輝く福祉の☆」
　「レッツ！フラ！」

「
郷
土
お
お
し
ま
」
発
表
大
会

が
あ
る
ハ
ワ
イ
の
文
化
を
学
び
、
フ
ラ
を
披
露
す

る
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
を
契
機
に
、
地
域
の
方
の
優
し
さ
や

温
か
さ
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
、
地
域
へ
の
愛
情
を

育
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
各
校
が
お
互

い
の
発
表
を
見
る
こ
と
に
よ
り
「
郷
土
お
お
し
ま
」

に
つ
い
て
、
知
識
と
理
解
を
深
め
る
よ
い
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

▲安下庄中学校の発表

◀周防大島高校フラの実演

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
高
等
学
校

 

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
１
０
４
８

小中学校の
環境整備事業を実施しました

　教育委員会では、より良い教育環境をつくる
ため、今年度も種々の事業を実施しています。
　今回はその一部をご紹介します。

■空調設備設置事業
　（総事業費 5,557 万 8 千円、内国庫補助金 5,210 万円）
　明新小学校と森野小学校の普通教室に空調設備を
設置しました。今後は、年次計画でこの事業を実施し、
平成３０年度には全ての小中学校の普通教室等に空
調設備が設置される予定です。

■非構造部材天井等落下防止対策事業　
　（総事業費 5,565 万 8 千円、内国庫補助金 1,874 万円）
　島中小学校・安下庄小学校・久賀中学校の屋内運
動場の安全対策として、天井等落下防止ネット設置
工事等を実施しました。
　これで、天井等落下防止対策が必要とされた町内
小中学校の屋内運動場の改修は全て完了しました。

改修を終えた久賀中学校の屋内運動場
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20 年前の思い出に笑顔（浮島小学校）

　前夜の激しい雨が早朝には収まった 10 月９日に秋季大運動
会を開催しました。今年度、創立 70 周年を迎え、約 20 年前
に校庭に埋めたタイムカプセルの中身を披露しました。
　当時の児童や教職員、保護者で懐かしい作文や作品、そして
写真を手に取り、思い出を語り合いました。
　また、島内の方の品も収められており、20 年という時の流
れを感じつつ、思い出の品を目の当たりにし、目頭を熱くされ
た人もいました。このように、島唯一の小学校が、島民の心の
拠り所になっていることを実感した一日となりました。 ▲思い出の品に目を向ける当時の児童・保護者

■問い合わせ　学校教育課 ☎０８２０（７８）２２０４

み
ん
な
が
集
う
場
所
「
情
島
小
中
学
校
」

　

今
年
度
末
で
休
校
と
な
る
情
島
小
中
学
校
。
学

校
行
事
に
は
ほ
と
ん
ど
の
島
民
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
し
、
島
の
多
く
の
行
事
も
児

童
・
生
徒
の
参
加
が
な
く
て
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　

10
月
15
日
に
ふ
れ
あ
い
学
校
祭
を
開
催
し
ま
し

た
。
9
月
か
ら
、
学
校
前
の
岸
壁
に
児
童
・
生
徒

が
描
い
て
い
た
休
校
記
念
の
壁
画
を
、
昼
食
時
間

を
利
用
し
て
参
加
者
全
員
が
描
き
加
え
、
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

　

数
年
後
、
こ
の
壁
画
を
見
に
来
た
児
童
・
生
徒

と
島
民
の
方
が
再
会
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

▲みんなで踊った “ 最後の ” 大島音頭

■ＡＥＤ更新事業　
　（総事業費 711 万 9 千円、内
国庫補助金 711 万 9 千円）
　各小中学校や社会教育施設な
どに設置してあるＡＥＤ（自動
体外式除細動器）３８台の更新
等を行いました。

■検定補助事業　
　（総事業費〈見込み〉144 万 5 千円）
　児童生徒に基礎的・基本的な学習内容の定着を図り、学ぶ
意欲や向上心を育てるため、述べ６００人を超える児童生徒
に、漢検・数検・英検の検定料の全額助成を行います。

■問い合わせ　教育委員会総務課 ☎０８２０（７８）０７００

■ＩＣＴ（情報通信技術）教育推進事業　
　（総事業費 2,234 万 5 千円、内国庫補助金 2,234 万 5 千円）
　子どもたちの情報活用能力を育成するため、小学校１１
校に無線ＬＡＮやタブレット等を整備しました。昨年度は
中学校に整備しており、これで、全ての小中学校でＩＣＴ
を効果的に活用できるようになりました。

電子黒板やタブレットを使った授業風景
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１
月
22
日
、
第
11
回
周
防
大
島
ま
る
か
じ
り
（
主

催
・
周
防
大
島
ま
る
か
じ
り
実
行
委
員
会
）
が
、
土

居
の
日
良
居
庁
舎
周
辺
で
開
催
さ
れ
、
約
７
千
人
（
主

催
者
発
表
）
の
人
出
で
賑
い
ま
し
た
。

　
「
紅
白
餅
合
戦
」
と
銘
打
っ
て
の
餅
ま
き
は
、
こ
の

会
場
の
ほ
か
に
町
内
4
カ
所
の
役
場
庁
舎
前
で
も
行

わ
れ
、総
数
2
万
個
も
の
餅
が
ま
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

タ
レ
ン
ト
の
清
水
国
明
さ
ん
や
、
昨
シ
ー
ズ
ン
で
現

役
を
引
退
し
た
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
倉
義
和
さ
ん
も

ゲ
ス
ト
参
加
さ
れ
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
町
内
の
飲
食
店
な
ど
が
軒
を
連
ね
、

名
物
料
理
や
特
産
品
な
ど
を
販
売
。
軽
ト
ラ
市
場
も

数
多
く
出
店
し
、
恒
例
の
「
み
か
ん
鍋
」
も
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。　

２万個のお餅「周防大島まるかじり」

いろんなあそび楽しいね

　

１
月
22
日
、
親
子
ふ
れ
あ
い
運
動

会
が
島
中
小
学
校
講
堂
で
行
わ
れ
、

親
子
21
組
34
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
幼
少
期
の
運
動
の
大
切

さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ

た
も
の
で
、
ボ
ー
ル
投
げ
や
ボ
ー
ル

キ
ャ
ッ
チ
、
一
本
橋
な
ど
で
運
動
能

力
の
レ
ベ
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
。
後
半
は
、

紅
白
に
別
れ
て
様
々
な
集
団
あ
そ
び

に
挑
戦
し
、
協
力
や
工
夫
が
必
要
な

種
目
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
声
を
か

け
合
っ
た
り
、
大
人
た
ち
の
協
力
も

得
た
り
し
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

▶
紅
白
に
分
か
れ
て
集
団
あ
そ
び

を
楽
し
み
ま
し
た

▶
総
数
２
万
個
の
餅
が
舞
っ
た
紅
白
餅
合
戦

文化財を守れ！各地で防火訓練

▲餅まき前にあいさつ
される清水国明さん

◀倉さんのキャッチボール
教室も行われました

　

文
化
財
防
火
デ
ー
の
一
環
と
し
て
、
１
月
25
日
に
西
屋
代
に
あ
る
日

本
ハ
ワ
イ
移
民
資
料
館
、
１
月
29
日
に
は
沖
家
室
島
で
消
防
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
両
地
区
あ
わ
せ
て
消
防
団
員
や
地
域
住
民
ら
約
２
０
０

人
が
訓
練
に
参
加
。
被
害
を
最
小

限
に
留
め
る
た
め
の
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
や
初
期
消
火
訓
練
な
ど
真
剣

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

日
本
ハ
ワ
イ
移
民
資
料
館
（
上
）
と
沖
家

室
島
で
の
放
水
訓
練
の
様
子
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人
権
教
育
推
進
大
会

▶
表
彰
式
の
様
子

　

１
月
26
日
、
橘
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
周
防

大
島
町
人
権
教
育
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。式
典
で
は
島
中
小
児
童
に
よ
る「
島
中
太
鼓
」、

安
下
庄
中
生
徒
に
よ
る
「
ボ
デ
ィ
ー
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
」
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に

続
き
、
人
権
教
育
啓
発
作
品
の
表
彰
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
記
念
講
演
は
、
フ
リ
ー

タ
レ
ン
ト
で
ヤ
ス
ベ
ェ
の
愛
称

で
お
な
じ
み
の
大
谷
泰
彦
さ
ん

が
、「
人
生
は
い
つ
も
青
空
」

と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

周
防
大
島
町
と
株
式
会
社
丸
久
が
地

域
活
性
化
包
括
連
携
協
定
を
結
ぶ
こ
と

に
な
り
、
１
月
10
日
、
役
場
大
島
庁
舎

に
お
い
て
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
産
地
消
や
防
災
、
福
祉
、

環
境
対
策
、
安
全
安
心
な
ど
、
町
民
の

暮
ら
し
に
関
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
幅
広

く
連
携
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
㈱
丸

久
の
田
中
康
男
社
長
は
「
地
元
の
農
産

品
の
販
売
や
減
塩
な
ど
に
も
協
力
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
椎
木
町
長

も
「
災
害
時
の
生
活
必
需
品
の
確
保
な

ど
に
こ
の
協
定
が
力
を
発
揮
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
」
と
期
待
を
述

べ
ま
し
た
。

　
　

東
京
に
住
ん
で
い
る
友
人
が
先
日
、

周
防
大
島
へ
遊
び
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。
周
防
大
島
は
も
ち
ろ
ん
、
山
口
県

に
来
る
の
も
初
め
て
と
い
う
こ
と
な
の

で
ど
こ
へ
案
内
し
て
何
を
食
べ
て
も
ら

お
う
か
と
色
々
考
え
て
い
た
の
で
す

が
、
友
人
に
島
で
一
番
行
き
た
い
場
所

を
聞
く
と
、「
村
上
水
軍
の
村
上
武
吉

公
の
お
墓
」
と
い
う
返
事
で
し
た
。
友

人
は
歴
史
が
大
好
き
な
の
で
す
。
偶
然

入
っ
た
情
報
で
村
上
水
軍
の
末
裔
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
場
所
が
分
か
り
、
そ
の
方

を
訪
ね
て
歴
史
ト
ー
ク
で
盛
り
上
が
っ

た
後
、
迷
い
な
が
ら
も
や
っ
と
お
墓
に

着
く
こ
と
が
で
き
て
友
人
は
満
足
そ
う

に
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

実
は
今
回
の
旅
、
周
防
大
島
に
来
る

前
に
尾
道
か
ら
し
ま
な
み
海
道
の
島
々

を
渡
り
、
今
治
か
ら
電
車
で
松
山
へ
、

そ
し
て
フ
ェ
リ
ー
で
周
防
大
島
と
い
う

行
程
で
し
た
。
し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク

リ
ン
グ
の
当
日
は
強
風
の
日
に
当
た
っ

て
し
ま
い
、
全
長
約
4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
橋
を
向
か
い
風
の
中
、
汗
だ
く
に
な

り
な
が
ら
無
言
で
ひ
た
す
ら
自
転
車
を

漕
ぐ
と
い
う
経
験
や
予
想
外
の
ハ
プ
ニ

ン
グ
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
振
り

返
っ
て
み
れ
ば
す
べ
て
が
笑
い
話
。
私

は
歴
史
に
疎
い
の
で
、
友
人
が
来
な

か
っ
た
ら
訪
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
場
所
に
行
く
機
会
を
与
え
て
く

れ
、
楽
し
い
旅
の
思
い
出
を
一
緒
に

作
っ
て
く
れ
た
友
人
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
次
回
の
海
掃
除
は
3
月
10
日

㈮
午
後
2
時
か
ら
長
浜
の
海
岸
で
行
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
！

周防大島町定住促進協議会
☎０８２０（７４）１００７

▲内入の元正寺にある村上武吉公のお墓

13

㈱丸久と包括連携協定を締結

▶
協
定
書
に
調
印
を
終
え
㈱
丸
久
の
田
中
社

長
（
左
）
と
握
手
を
交
わ
す
椎
木
町
長

▲
「
人
の
心
を
青
空
に
で
き
る
の
は

人
な
ん
で
す
」
と
ヤ
ス
ベ
ェ
さ
ん
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お知らせ２月

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
お
よ
び

町
営
住
宅
等
の
入
居
者
募
集

○
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

■
各
住
宅
の
募
集
戸
数

久
賀
地
区
新
開
団
地
住
宅　

１
戸

大
島
地
区
広
屋
住
宅　
　
　

１
戸

東
和
地
区
伊
保
田
東
住
宅　

１
戸

東
和
地
区
沖
家
室
住
宅　
　

１
戸

橘
地
区
お
れ
ん
じ
ヒ
ル
ズ　

４
戸

■
入
居
資
格

・
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
全
員
（
申

込
家
族
）
の
控
除
後
の
所
得
の
合

計
額
が
月
額
で
15
万
８
千
円
を
超

え
48
万
７
千
円
以
下

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

必
要
と
し
て
い
る
人

（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
お

よ
び
持
ち
家
の
あ
る
方
は
、
入
居

申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
）

・
地
方
税
完
納
者

・
公
営
住
宅
家
賃
完
納
者

・
申
込
者
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ

と※
単
身
入
居
可

※
連
帯
保
証
人
２
名
が
必
要
に
な

り
ま
す
。（
町
営
住
宅
入
居
者
不

可
）

※
敷
金
（
家
賃
の
３
カ
月
分
）
の

納
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
犬
・
猫
等
の
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
町
営
住
宅
等

■
各
住
宅
の
募
集
戸
数

久
賀
地
区
新
開
団
地
住
宅

  

（
高
齢
者
向
け
）　　
　
　

  

４
戸

久
賀
地
区
新
開
団
地
住
宅　

２
戸

久
賀
地
区
新
開
青
木
住
宅　

１
戸

久
賀
地
区
八
幡
住
宅　
　
　

３
戸

久
賀
地
区
西
ヶ
原
住
宅　
　

５
戸

久
賀
地
区
向
津
原
上
住
宅　

３
戸

久
賀
地
区
向
津
原
下
住
宅　

５
戸

久
賀
地
区
山
下
浜
住
宅　
　

１
戸

久
賀
地
区
砂
田
住
宅　
　
　

１
戸

大
島
地
区
五
反
田
住
宅　
　

２
戸

大
島
地
区
第
二
中
塚
住
宅　

３
戸

東
和
地
区
伊
保
田
住
宅　
　

１
戸

橘
地
区
栄
住
宅　
　
　
　
　

８
戸

橘
地
区
栄
住
宅　
　
　
　
　
　

 　

（
単
身
入
居
可
）　　
　
　
　

３
戸

■
入
居
資
格

・
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
全
員
（
申

込
家
族
）
の
控
除
後
の
所
得
の
合

計
額
が
月
額
で
15
万
８
千
円
以
下

（
た
だ
し
、
高
齢
者
・
障
害
者
等
の

世
帯
は
21
万
４
千
円
以
下
）

・
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

人
（
単
身
入
居
可
の
住
宅
に
単
身

入
居
す
る
場
合
を
除
く
）

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
人

（
町
営
住
宅
入
居
者
、
持
ち
家
の
あ

る
方
は
、
入
居
申
し
込
み
で
き
ま

せ
ん
）

・ 

地
方
税
完
納
者

・ 

申
込
者
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

※
単
身
入
居
可
の
住
宅
は
広
さ
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
高
齢
者
向
け
の
住
宅
は
60
歳
以

上
の
方
の
み
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※
障
害
者
の
方
は
単
身
で
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
日
常
生
活
（
歩
行
、

自
炊
お
よ
び
食
事
、
着
脱
衣
、
入

浴
、
排
泄
等
）
に
支
障
が
あ
る
方

は
、
入
居
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

※
連
帯
保
証
人
2
名
が
必
要
に
な

り
ま
す
。（
町
営
住
宅
入
居
者
不

可
）

※
敷
金
（
家
賃
の
3
カ
月
分
）
の

納
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
犬
・
猫
等
の
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

２
月
15
日
㈬
～
２
月
28
日
㈫

■
選
考
方
法

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
公
開

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
な
お
、

申
込
締
切
日
ま
で
に
応
募
の
な
い

住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
締
切
後

６
週
間
に
限
り
先
着
順
で
申
し
込

み
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

■
家
賃

　

所
得
に
応
じ
て
決
定

■
入
居
に
つ
い
て

　

入
居
可
能
日
以
降

※
請
書
等
必
要
書
類
が
揃
い
次
第

順
次
入
居
可
能
日
を
決
定
し
ま

す
。

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
し
い
こ
と

は
、
役
場
生
活
衛
生
課
公
営
住
宅

班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
応
募
要
項
お
よ
び
申

込
書
等
は
生
活
衛
生
課
、
総
合

募
集

支
所
お
よ
び
出
張
所
に
て
お
渡
し

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
周
防
大
島

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
衛
生
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
０

周
防
大
島
町
役
場

非
常
勤
嘱
託
職
員
募
集

○
椋
野
出
張
所
勤
務

■
募
集
人
員

　

１
名

■
勤
務
内
容
等

・
窓
口
で
の
受
付
、
電
話
対
応
そ

　

の
他
接
客
業
務

・
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

・
そ
の
他
の
事
務
補
助
全
般

■
勤
務
条
件
等

・
月
の
う
ち
10
日
程
度
勤
務
（
２

　

名
の
交
代
勤
務
）

・
勤
務
日　

月
曜
日
～
金
曜
日
ま

　

で
（
原
則
と
し
て
土
、
日
、
祝

　

日
は
休
み
）

・
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

　

午
後
５
時
15
分

・
報
酬
額　

町
規
定
に
よ
る

■
採
用
期
間

　

４
月
３
日
㈪
～
平
成
30
年
３
月

30
日
㈮
（
更
新
の
場
合
あ
り
）

■
資
格
等

　

普
通
自
動
車
運
転
免
許

■
申
し
込
み
方
法

　

３
月
３
日
㈮
必
着
で
履
歴
書
を
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■
面
接
等　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
１
９
２

　

周
防
大
島
町
小
松
１
２
６
‐
２

　

総
務
課 

人
事
行
政
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
０

議
会
事
務
局
臨
時
職
員
募
集

■
募
集
人
員

　

２
名

■
勤
務
場
所

　

大
島
庁
舎
内　

議
会
事
務
局

■
勤
務
内
容
等

　

議
会
事
務
局
に
関
す
る
業
務（
事

務
補
助
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
）

■
勤
務
条
件
等

・
2
名
の
交
代
勤
務

・
勤
務
日　

週
２
日
程
度

・
勤
務
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時

・
賃
金　

町
規
定
に
よ
る

※
勤
務
日
、
勤
務
時
間
に
つ
い
て

は
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
採
用
期
間

　

４
月
３
日
㈪
～
９
月
29
日
㈮

（
更
新
の
場
合
あ
り
）

■
申
し
込
み
方
法

　

３
月
３
日
㈮
必
着
で
履
歴
書
を

郵
送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

■
面
接
等　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
１
９
２

　

周
防
大
島
町
小
松
１
２
６
‐
２

お知らせ２月

郵
送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

■
面
接
等　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１

　

周
防
大
島
町
久
賀
５
１
３
４

　

久
賀
総
合
支
所

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
０

○
和
田
出
張
所
勤
務

■
募
集
人
員

　

１
名

■
勤
務
内
容
等

・
窓
口
で
の
受
付
、
電
話
対
応
そ

　

の
他
接
客
業
務

・
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

・
そ
の
他
の
事
務
補
助
全
般

■
勤
務
条
件
等

・
月
の
う
ち
10
日
程
度
勤
務
（
２

　

名
の
交
代
勤
務
）

・
勤
務
日　

月
曜
日
～
金
曜
日
ま

　

で
（
原
則
と
し
て
土
、
日
、
祝

　

日
は
休
み
）

・
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

　

午
後
５
時
15
分

・
報
酬
額　

町
規
定
に
よ
る

■
採
用
期
間

　

３
月
１
日
㈬
～
３
月
31
日
㈮

（
更
新
の
場
合
あ
り
）

■
資
格
等

　

普
通
自
動
車
運
転
免
許

■
申
し
込
み
方
法

　

２
月
21
日
㈫
必
着
で
履
歴
書
を

郵
送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

■
面
接
等　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
５
９
２

　

周
防
大
島
町
平
野
４
１
７

　

東
和
総
合
支
所

☎
０
８
２
０
（
７
８
） 

１
１
１
０

○
車
両
に
よ
る
文
書
等
の
送
達

■
募
集
人
員

　

２
名

■
職
務
内
容
等

　

各
庁
舎
相
互
間
の
車
両
に
よ
る

文
書
等
の
送
達

■
勤
務
条
件
等

・
月
の
う
ち
12
日
程
度
の
勤
務
（
２

　

名
の
交
代
勤
務
）

・
勤
務
日　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

ま
で
（
土
日
祝
日
は
休
み
）

・
勤
務
時
間　

午
前
（
８
時
30
分

　

～
正
午
）　

午
後
（
午
後
１
時
～

　

５
時
15
分
）

・
報
酬
額　

町
規
定
に
よ
る

■
採
用
期
間

　

４
月
３
日
㈪
～
平
成
30
年
３
月

30
日
㈮
（
更
新
の
場
合
あ
り
）

■
資
格
等

　

４
月
１
日
現
在
の
年
齢
が
70
歳

未
満
で
あ
り
、
普
通
自
動
車
免
許

を
所
有
す
る
者

■
申
し
込
み
方
法

　

３
月
３
日
㈮
必
着
で
履
歴
書
を

郵
送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

周
防
大
島
町
議
会
事
務
局

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
３

山
口
県
大
島
防
災
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

■
募
集
人
員

　

２
名

■
勤
務
場
所

　

山
口
県
大
島
防
災
セ
ン
タ
ー

（
久
賀
）

■
勤
務
内
容
等

・
受
付
、
案
内
お
よ
び
施
設
運
営

　

全
般

・
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

■
勤
務
条
件
等

・
勤
務
日　

月
曜
休
館
日
を
除
く

　

週
３
～
４
日
程
度
（
土
・
日
等

　

の
勤
務
が
あ
り
ま
す
）

・
勤
務
時
間　

午
前
8
時
30
分
～

　

午
後
5
時
15
分

・
賃
金　

町
規
定
に
よ
る

■
採
用
期
間

　

4
月
１
日
㈯
～
9
月
30
日
㈯

（
更
新
の
場
合
あ
り
）

■
申
し
込
み
方
法

　

３
月
３
日
㈮
必
着
で
履
歴
書
を

郵
送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

■
面
接
等　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
１
９
２

　

周
防
大
島
町
小
松
１
２
６
‐
２

　

総
務
課 

消
防
防
災
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
０

特　設　人　権　相　談　所
日時　３月６日㈪　午前９時 30 分～正午
場所　東和総合センター
相談内容　差別、いじめ、嫌がらせ等、人権に関する
　　　　　問題
相談員 人権擁護委員
問い合わせ　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５
※悪天候により警報等が発令された場合は中止になることがあります。

周防大島松山フェリー運休のお知らせ

　伊保田港桟橋の補修工事により、２月２８日㈫までフェリー
が寄港できないため運休となり、柳井～三津浜間の直行便の
みの運航となります。
　お客様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、皆様のご協
力をお願いいたします。
■問い合わせ
　周防大島松山フェリー㈱　☎０８２０（７５）１５７５
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お知らせ２月

　

第
2
回　

３
月
20
日
㈪
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
（
９
２
８
）
２
５
０
１

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ

う
！

　

青
色
申
告
は
、
自
分
の
経
営
を

客
観
的
に
つ
か
む
た
め
の
重
要
な

ツ
ー
ル
で
す
。
青
色
申
告
に
は
、

税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す

の
で
、
早
速
、
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
政
府
の
農
林
水
産
業
・

地
域
の
活
力
創
造
本
部
に
お
い

て
、
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農

業
者
を
対
象
と
し
た
収
入
保
険
制

度
の
導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
た

め
に
は
、
個
人
の
場
合
、
平
成
29

年
３
月
15
日
ま
で
に
、
最
寄
り
の

税
務
署
に
「
青
色
申
告
承
認
申
請

書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
申
請
を
行
え
ば
、
平
成
29

年
分
の
所
得
か
ら
、
青
色
申
告
を

周
防
大
島
町
公
営
企
業
局

非
常
勤
職
員
募
集

■
職
種
お
よ
び
募
集
人
員

　

薬
局
助
手　

１
名

■
勤
務
先

　

周
防
大
島
町
立
東
和
病
院　

■
採
用
予
定
日

　

４
月
１
日

■
勤
務
内
容
等　

　

薬
局
内
で
の
薬
剤
師
補
助
業
務

等■
受
付
期
間

　

３
月
10
日
㈮
ま
で

（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

■
申
し
込
み
方
法　

　

履
歴
書
（
市
販
可
）
を
郵
送
も

し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
試
験
方
法

　

面
接
試
験

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ

〒
７
４
２
‐
２
１
０
６

　

周
防
大
島
町
小
松
１
３
８
８
‐
６

　

周
防
大
島
町
公
営
企
業
局

　

総
務
部
総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
２
３
３
２ 

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

周
防
大
島
高
等
学
校

福
祉
専
攻
科
生
徒
募
集
（
追

加
募
集
）

　

周
防
大
島
高
校
福
祉
専
攻
科
で

は
、
平
成
29
年
度
入
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
、
社
会
人
の
方
、
介
護

福
祉
士
を
め
ざ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
応
募
資
格

　

高
等
学
校
等
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
の
方
（
出
身
校
や
年
齢
に
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
選
考
検
査
日

・
追
加
募
集
Ⅰ　

３
月
６
日
㈪　

・
追
加
募
集
Ⅱ　

３
月
27
日
㈪

■
出
願
期
間

・
追
加
募
集
Ⅰ

　

２
月
７
日
㈫
～
３
月
３
日
㈮

・
追
加
募
集
Ⅱ

　

３
月
８
日
㈬
～
３
月
24
日
㈮　

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
高
校
久
賀
校
舎
入
試
係

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
０
０
２
４

※
詳
し
く
は
周
防
大
島
高
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第

１
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
学
ぶ

通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
、
教
育
、
福
祉
、
経
済
、

歴
史
、
文
学
、
情
報
、
自
然
科
学

な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

■
出
願
期
間

　

第
1
回　

２
月
28
日
㈫
ま
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
申
告
時

期
は
平
成
30
年
2
月
～
3
月
）

■
問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
省
中
国
四
国
農
政
局

山
口
支
局

☎
０
８
３
（
９
２
２
）
５
４
１
２

ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済
制
度

県
内
の
中
小
企
業
で
働
く
従

業
員
の
皆
様
の
た
め
の
共
済

制
度
で
す

　

事
故
や
病
気
な
ど
の
死
亡
、
障
害
、

入
院
等
に
対
し
て
幅
広
い
保
障
や
結

婚
、
出
産
、
銀
婚
、
小
・
中
・
高
校

入
学
に
対
し
祝
い
金
も
給
付
し
ま
す
。

■
特
典

・
事
業
所
が
従
業
員
の
た
め
に
共
済

　

掛
金
を
負
担
さ
れ
た
場
合
は
、
損

　

金
ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て
算
入

　

で
き
ま
す
。

・
全
国
宿
泊
施
設
利
用
料
助
成
、
人

　

間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
受
診
料
助

　

成
、
国
家
資
格
試
験
等
受
験
料
助

　

成
も
あ
り
ま
す
。

■
加
入
条
件

・
県
内
の
中
小
企
業
の
勤
労
者
で
、　

　

契
約
発
効
日
の
前
日
に
健
康
な
方

・
年
齢
は
、
満
15
歳
～
満
71
歳
（
子

　

供
は
０
歳
～
満
25
歳
未
満
）

・
１
カ
月
の
掛
金
（
１
人
分
）
は
、　

　
【
１
型
】
４
５
０
円
～

　
　
　
　
【
４
型
】
２
０
０
０
円

　
【
高
齢
者
型
】
４
５
０
円

　
【
フ
ァ
ミ
リ
ー
型
】
５
０
０
円

星
野
哲
郎
記
念
館

臨
時
職
員
募
集

■
募
集
人
員

　

１
名

■
勤
務
場
所

　

星
野
哲
郎
記
念
館
（
平
野
）

■
勤
務
内
容
等

　

受
付
・
館
内
案
内
お
よ
び
清
掃

業
務

■
勤
務
条
件
等

・
勤
務
日　

週
２
～
３
日
程
度
（
土

日
祝
日
、
盆
、
年
末
年
始
含
む
月

９
～
10
日
程
度
の
出
勤
。
た
だ
し

シ
フ
ト
表
に
よ
る
）

・
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
30
分

・
賃
金　

町
規
定
に
よ
る

■
採
用
期
間

　

４
月
上
旬
～
９
月
30
日
㈯
（
更

新
の
場
合
あ
り
）

■
申
し
込
み
方
法

　

３
月
３
日
㈮
必
着
で
履
歴
書
を

郵
送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

■
面
接
等

　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１

　

周
防
大
島
町
久
賀
５
１
３
４　

　

商
工
観
光
課 

公
共
施
設
管
理
班

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

お
知
ら
せ
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農
業
者
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

の
年
間
利
用
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
に
年
間
を
通
し
て
多

目
的
ホ
ー
ル
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

団
体
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
請
要
件

①
小
中
学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
団
体

②
大
島
郡
体
育
協
会
加
入
団
体
お

よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
団
体

③
広
く
町
民
の
健
康
増
進
を
図
る

目
的
の
団
体

※
い
ず
れ
も
、
周
防
大
島
町
内
の

団
体
に
限
り
ま
す
。

■
利
用
日
時

　

月
曜
日
～
日
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
10
時

　
（
準
備
、
片
付
の
時
間
を
含
む
）

　

た
だ
し
、
12
月
29
日
～
１
月
３

日
の
休
館
日
の
ほ
か
管
理
上
の
都

合
や
諸
日
程
等
に
よ
り
利
用
を
制

限
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

希
望
の
日
時
が
重
複
し
た
場
合

は
、
話
し
合
い
ま
た
は
抽
選
等
に

よ
り
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限

　

３
月
３
日
㈮
（
必
着
）

■
そ
の
他

　

椋
野
体
育
館
（
旧
椋
野
小
学
校

体
育
館
）
も
使
用
可
能
で
す
の
で
、

ご
希
望
が
あ
れ
ば
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
勤
労
福
祉
共
済
会

（
商
工
観
光
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

大
島
・
日
良
居
・
東
和
グ
ラ

ウ
ン
ド
お
よ
び
防
災
広
場
の

年
間
利
用
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
に
年
間
を
通
し
て

利
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体
等
の
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
利
用
日　

　

月
曜
日
～
日
曜
日

　

た
だ
し
、
町
主
催
・
共
催
各
種

行
事
が
あ
る
場
合
等
は
除
く
。

※
利
用
日
が
重
複
し
た
場
合
は
調

整
・
抽
選
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
申
し
込
み
先
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

　

３
月
３
日
㈮
（
必
着
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
大
島
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

大
島
公
民
館

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
５
３
０
０

○
日
良
居
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

橘
公
民
館

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
０
１
０
０

○
東
和
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

社
会
教
育
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
５
０
４
８

○
防
災
広
場

　

山
口
県
大
島
防
災
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
１
３
３

見
学
実
習　

■
受
講
料　

無
料

■
そ
の
他

　

３
月
７
日
㈫
午
後
１
時
か
ら
山

口
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
防
府
市
）

に
お
い
て
看
護
職
未
就
業
者
の
つ

ど
い
を
開
催
し
ま
す
。
内
容
は
交

流
会
・
輸
液
ポ
ン
プ
の
使
い
方
な

ど
。
費
用
無
料
。
無
料
保
育
あ
り
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
５
（
２
４
）
５
７
９
１

　

科
医　

大
野
裕
先
生

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
５
（
２
７
）
３
４
８
０

看
護
職
の
再
就
職
を
応
援
し
ま
す
！

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修 

受
講
者

募
集
（
第
Ⅰ
期
）

■
対
象

　

未
就
業
の
看
護
職

■
募
集
期
間

　

３
月
17
日
㈮
ま
で

■
研
修
期
間

　

４
月
～
６
月
の
間
で
５
日
程
度

■
研
修
会
場

　

県
内
の
協
力
病
院

■
内
容

　

看
護
に
つ
い
て
講
義
・
演
習
・

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

久
賀
公
民
館

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
２
２
７
１

山
口
県
自
殺
対
策
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
７

■
日
時

　

３
月
12
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

（
受
付　

午
後
１
時
～
）

■
会
場

　

山
口
県
総
合
保
健
会
館　

２
階

多
目
的
ホ
ー
ル
（
山
口
市
吉
敷
下

東
３
丁
目
１
番
１
号
）

■
内
容

・
講
演
「
ス
ト
レ
ス
を
味
方
に
す

　

る
ヒ
ン
ト
」

・
講
師　

認
知
行
動
療
法
研
修
開

　

発
セ
ン
タ
ー　

理
事
長
・
精
神

献 血 を 実 施 し ま す
皆さまのご協力をお願いします

　２月 27 日 ㈪
　　★しまとぴあスカイセンター 
　　　　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
　　★農業者健康管理センター（久賀）
　　　　午後１時 30 分～４時

　３月 16 日 ㈭
　　★東和総合センター　　
　　　　午前９時 30 分～ 11 時
　　★日良居庁舎　　　　
　　　　午後０時 45 分～１時 45 分
　　★たちばなケアプラザ　
　　　　午後２時 45 分～４時

※いずれも４００ｍｌ限定となります。

■問い合わせ　健康増進課 
　☎０８２０（７３）５５０４

～地域福祉のためのチャリティーコンサート～

■問い合わせ　周防大島高校安下庄校舎（井ノ上）　☎ 0820（77）1048

　今回も企画・演出に工夫を凝らしました。地域の皆さまに楽しんでいただ
けるよう頑張りますので、ぜひ会場にお越しください。　　　　　〈入場無料〉

周防大島高校吹奏楽部第８回定期演奏会

３月 19 日 ㈰
橘総合センター

午後１時 30 分開演（開場 午後１時）
■賛助出演　安下庄中学校吹奏楽部ほか
■曲目　 「演歌メドレー」「愛唱歌アルバム」「海の声」
　　　　 「情熱大陸」ほか
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お知らせ２月

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
春
コ
ー
ス
～

う
ど
ん
打
ち
体
験

・
日
時

　

３
月
２
日
㈭

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時　

・
場
所　

実
施
者
宅
（
東
三
蒲
）

・
体
験
料　

１
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
～
６
人

・
募
集
締
め
切
り　

2
月
20
日
㈪

※
昼
食
あ
り

み
か
ん
の
缶
詰
づ
く
り

・
日
時　

　

３
月
５
日
㈰

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

・
場
所　

周
防
大
島
町
農
産
物
加

工
セ
ン
タ
ー
（
東
安
下
庄
）

・
体
験
料　

３
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

10
人
程
度

・
募
集
締
め
切
り　

2
月
22
日
㈬

※
昼
食
あ
り

デ
コ
ポ
ン
缶
詰
づ
く
り

・
日
時

　

３
月
６
日
㈪

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
場
所　

大
島
地
区
農
産
物
加
工

セ
ン
タ
ー
（
小
松
）

・
体
験
料　

３
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
人

・
募
集
締
め
切
り　

２
月
23
日
㈭

※
昼
食
あ
り

ベ
ー
コ
ン
づ
く
り

・
日
時

　

３
月
８
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
場
所　

実
施
者
宅
（
東
三
蒲
）

・
体
験
料　

２
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
～
６
人

・
募
集
締
め
切
り　

2
月
24
日
㈮

※
昼
食
あ
り

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
数
の
場
合
は
開
催
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

第
８
回
竹
き
り
大
会

■
日
時

２
月
25
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
場
所

　
〈
集
合
〉ふ
れ
あ
い
の
館（
西
屋
代
）

　
〈
作
業
〉
西
屋
代
モ
デ
ル
竹
林

■
参
加
料　

無
料

■
そ
の
他

・
作
業
が
で
き
る
服
装
、
長
靴
等
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。（
手
の
こ
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
は
会
場
に
準
備
し
ま
す
。

お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
準
備
の
都
合
上
、
事
前
に

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
周
防
大
島
ふ
る
さ
と

　

づ
く
り
の
ん
太
の
会

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
２
１
５
０

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
里
山
救
援

　

隊
（
田
中
）

☎
０
９
０
（
７
５
０
５
）
０
５
２
２

・
美
し
い
三
蒲
を
創
る
会
（
吉
兼
）

☎
０
９
０
（
１
１
８
６
）
２
３
３
６

桜
美
観
の
森

第
10
回
植
樹
祭
開
催

■
日
時

　

２
月
27
日
㈪

　

午
前
11
時
～
午
後
０
時
40
分

■
会
場

　

西
三
蒲
瀬
戸
（
町
営
駐
車
場
横

広
場
）
大
島
大
橋
か
ら
三
蒲
方
面

へ
約
３
０
０
ｍ
付
近

■
持
参
品

　

長
靴
・
安
全
靴
の
着
用
（
ス
コ
ッ

プ
持
参
願
え
れ
ば
幸
い
で
す
）

■
参
加
料　

無
料

■
そ
の
他

　

瀬
戸
貝
の
炊
き
込
み
ご
飯
・
瀬

戸
貝
汁
の
昼
食
を
準
備
し
ま
す
。

■
主
催

　

美
し
い
三
蒲
を
創
る
会

■
後
援

　

周
防
大
島
町
、
山
口
県
農
林
事

務
所
他

■
問
い
合
わ
せ

美
し
い
三
蒲
を
創
る
会
（
吉
兼
）

☎
０
９
０
（
１
１
８
６
）
２
３
３
６

※
昼
食
等
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い

■
主
催

　

周
防
大
島
町
文
化
振
興
会

　

橘
郷
土
会

■
後
援

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

■
募
集
定
員　

50
名

■
募
集
期
間

　

３
月
１
日
㈬
～
３
月
10
日
㈮

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
）

■
申
込
先

　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
０
１
０
０

※
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先

　

等
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

橘
郷
土
会
（
尼
崎
）

☎
０
９
０
（
４
７
５
１
）
６
２
１
８

「
四
境
の
役
」
バ
ス
ツ
ア
ー

　

住
民
と
奇
兵
隊
の
逆
襲
ド
ラ
マ

「
長
州
軍
の
反
撃
コ
ー
ス
」
を
た
ど

り
ま
す
。

■
日
時

　

３
月
20
日
㈪

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
受
付

午
前
９
時
30
分
）

■
集
合
場
所

　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー
（
西
安
下
庄
）

※
散
会
も
同
場
所

■
コ
ー
ス

　

開
作
～
首
切
り
地
蔵
～
龍
心
寺

～
西
蓮
寺
～
笛
吹
峠
口
～
帯
石
観

音
～
天
狗
岩
～
国
木
峠
～
庄
地
・

丸
山
～
覚
法
寺
～
明
治
百
年
記
念

公
園 

■
参
加
料

　

５
０
０
円

子育て教室を開催します
　スマートフォンやテレビ等は現代の子育て家庭
にとって非常に身近な存在です。しかし、小さな
子どもがメディアと接する機会が多いと様々な影
響があると言われています。スマートフォンやテ
レビ等のメディアとのつきあい方、子どもの心を
育てる関わり方について考えてみませんか。

■日時　２月１７日 ㈮　午後２時～３時
　　　　      　（受付開始　午後１時３０分）
■場所　日良居庁舎（土居）２階 会議室１
■演題「子どもの心を育てよう！
　　　　～メディアとのつきあい方を考える～」
■講師　国立病院機構柳井医療センター
　　　　臨床心理士　長村和美先生

■問い合わせ　健康増進課  健康づくり班
☎０８２０（７３）５５０４

催
し



19 広報すおう大島 平成 29 年 ( 2017 年 )2 月号
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周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　

松
本　

可
奈
子

（
介
護
保
険
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
体
調
を
崩
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
か
。

　

身
体
の
調
子
が
悪
い
と
き
、
一
人
で
は
生
活
が

し
づ
ら
い
と
感
じ
た
り
、
不
安
な
気
持
ち
に
な
っ

た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
高
齢
に
な
り
、
若
い

頃
よ
り
も
身
体
機
能
が
低
下
し
て
く
る
と
、
尚
更

そ
う
い
っ
た
気
持
ち
が
強
く
な
る
と
感
じ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
高
齢
に
な
り
、
病
気
に
な
っ
た

り
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
ど
こ
で
、
ど

の
よ
う
に
過
ご
し
た
い
で
す
か
。
住
ん
で
い
る
環

境
や
家
族
の
状
況
が
違
う
た
め
、
意
見
は
様
々
だ

と
思
い
ま
す
が
、
今
年
度
、
在
宅
医
療
に
つ
い
て

研
修
会
を
し
た
際
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
約

5
割
の
方
は
「
自
宅
で
過
ご
し
た
い
」
と
回
答
さ

れ
た
反
面
、
約
3
割
の
方
は
「
自
宅
で
過
ご
す
こ

と
は
難
し
い
」と
い
う
回
答
で
し
た
。
中
で
も「
家

族
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」
と
い
う
意
見
が
多

い
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
周
防
大
島
町
で
は
、

高
齢
者
の
独
居
や
夫
婦
世
帯
が
多
く
、
遠
方
の
子

ど
も
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
と
い
う
思
い
も
よ

く
分
か
り
ま
す
。
本
人
・
家
族
と
、
ど
ち
ら
の
思

い
も
大
切
で
す
の
で
、
日
頃
か
ら
し
っ
か
り
話
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

み
な
さ
ん
の
「
出
来
る

限
り
住
み
慣
れ
た
家
で

自
分
ら
し
く
過
ご
し
た

い
」
と
い
う
想
い
を
支
え

る
医
療
と
し
て
『
在
宅
医

療
』
と
い
う
制
度
が
あ
り

ま
す
。
在
宅
医
療
と
い
う

と
、
よ
く
分
か
ら
な
い
と

い
う
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
病
院
に
通
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
も
、

お
医
者
さ
ん
が
自
宅
に
来
て
診
療
を
し
た
り
、
必

要
で
あ
れ
ば
歯
医
者
さ
ん
や
薬
剤
師
さ
ん
も
自
宅

で
支
援
が
出
来
る
制
度
で
す
。
今
年
度
よ
り
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
在
宅
医
療
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
た
め
、
寸
劇
を
取
り

入
れ
た
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
も
し
も
の

場
合
の
選
択
肢
を
知
っ
て
お
く
と
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
役
立
ち
ま
す
。
来
年
度
も
開
催
し
ま
す
の

で
、
制
度
に
つ
い
て
一
緒
に
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
に
関
す
る
相
談
窓
口
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
す
。
何
か
困
り
事
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

介
護
保
険
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
３
） 

５
５
０
６

竜崎温泉温水プール指導日
（２月 21 日～３月 20 日 )

実施日

２月 　21 日㈫、23 日㈭、24 日㈮、28 日㈫

３月
２日㈭、３日㈮、７日㈫、８日㈬、９日㈭、
10 日㈮、14 日㈫、16 日㈭、17 日㈮

※ 65 歳以上の方の介護予防や健康づくりを目的と
した水中運動の指導を行っています。
　指導時間は午前 10 時～午後３時 30 分です。
　実施日等は事情により変更することがあります。

◆問い合わせ
　介護保険課　地域包括支援センター

☎０８２０（７３）５５０６

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

在宅医療研修会　寸劇の様子

周防大島町防災講演会

「来る地震から大切な人を守るため出来る事」
〈入場無料〉

■日時　2 月 26 日㈰　午前１０時～

■場所　山口県大島防災センター（久賀）
　　　　多目的ホール
■講師　危機管理教育研究所
　　　　代表　国崎信江さん
　　
■参加者　先着３００名
※ご来場の方には、もれなく
　防災グッズをさしあげます。

■問い合わせ　総務課消防防災班
　　　　　☎０８２０（７４）１０００
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イベント・健康相談カレンダー

相談内容 実施日 時間

骨髄バンク登録検査 ８日㈬ ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 ８日㈬ 10：00 ～ 10：30

ＨＩＶ抗体検査 ８日㈬ 14：00 ～ 16：00

ＨＩＶ抗体検査（夜間） ８日㈬ 17：00 ～ 19：00

《 ３ 月 の 柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー 定 例 保 健 事 業 》

相談内容 実施日 時間

発達クリニック ９日㈭ 13：00 ～ 16：00

心の健康相談 21 日㈫ 13：00 ～ 14：00

思春期・ストレス相談 24 日㈮ 10：00 ～ 15：00

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。　◆問い合わせ　柳井健康福祉センター☎０８２０（２２）３６３１

2 月

21 日㈫ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 久賀福祉センター 1 階和室〉

22 日㈬

23 日㈭ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター（小松）〉

24 日㈮

25 日㈯ 竹きり大会〈9：00 ～ 15：00  西屋代モデル竹林〉

26 日㈰

休日在宅当番医
〈9:00 ～ 17:00  嶋元医院  ☎７４－２３１０〉

防災講演会
〈10：00 ～　山口県大島防災センター（久賀）〉

安下庄海の市〈10：00 ～ 15：00　橘グリーンパーク横〉

27 日㈪
献血〈9：30 ～ 11：30  しまとぴあスカイセンター（小松）〉
　　  〈13：30 ～ 16：00  農業者健康管理センター（久賀）〉
桜美観  第 10 回植樹祭〈11：00 ～ 12：40  西三蒲瀬戸）〉

28 日㈫

3 月

1 日㈬

2 日㈭
認知症相談日〈9：00 ～ 16：00　日良居庁舎（土居）〉

【問合せ】地域包括支援センター  ☎７３－５５０６

3 日㈮
こころの相談会《要予約》

〈10:00 ～ 12:00 久賀福祉センター〉
【申込先】健康増進課 健康づくり班  ☎７３－５５０４

4 日㈯

5 日㈰
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  山中クリニック  ☎７２－０１５２〉

6 日㈪ 特設人権相談所〈9：30 ～ 12：00   東和総合センター（平野）〉

7 日㈫

8 日㈬

ちょび塩の日ＰＲ活動 
〈10:30 ～ 12:30 Ａコープ東和店（平野）〉 

ちょびトレ会（当日参加可・参加費無料） 
〈13:30 ～ 15:00 周防大島町総合体育館（西方）〉
【申込先】健康増進課 健康づくり班  ☎７３－５５０４

9 日㈭

10 日㈮
育児相談〈10:00 ～ 11:30 日良居庁舎（土居）〉
島くらす海そうじ〈14：00 ～ 15：00　長浜海岸〉

11 日㈯

12 日㈰
休日在宅当番医

〈9:00 ～ 17:00  川口医院  ☎７８－０３０６〉

13 日㈪

14 日㈫

15 日㈬ 3 歳 6 か月児健康診査〈13:30 ～（受付）日良居庁舎（土居）〉

16 日㈭
献血〈9：30 ～ 11：00  東和総合センター（平野）〉
　　  〈12：45 ～ 13：45  日良居庁舎（土居）〉
　　  〈12：45 ～ 16：00  たちばなケアプラザ（西安下庄）〉

17 日㈮

18 日㈯

19 日㈰

休日在宅当番医
〈9:00 ～ 17:00  野村医院  ☎７６－００１７〉

周防大島高校吹奏楽部定期演奏会
〈13：30 ～　橘総合センター（西安下庄）〉

20 日㈪
休日在宅当番医

〈9:00 ～ 17:00  安本医院  ☎７３－０８２２〉

健康相談などに関するお問い合わせ
健康増進課　☎ 0820（73）5504
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今月の納期（普通徴収）
　

【第４期分】　固定資産税
【第８期分】

　国民健康保険税　
　介護保険料　　  
　後期高齢者医療保険料 
     納期限      　２月 28 日㈫

周防大島町交通事故発生状況 
（平成 28 年 12 月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

３７ １ ５３

前年比

－１１ ±０ －３

物損事故件数

３２４ 前年比 ±０

人の動き（２月１日現在）※増減は対前月比

人　口 １７，２０４人 （33 人減）

男（日本人） ７，８２９人

女（日本人） ９，２８２人

外国人 ９３人 （増減なし）

世帯数 ９，６６０戸 （11 戸減）

〈人口増減内訳：日本人〉
増：出生    7 人
　　転入  26 人  小計  33 人
減：死亡  42 人
　　転出  24 人  小計  66 人

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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　春は新しい生活がスタートする、何かと慌ただしい季節です。お住まいを変更され
る方は忘れずに住所変更届をお願いします。
　住所変更届の際には届出人の確認をさせていただきます。免許証など本人確認資料

（写真付きであれば１種類／写真付きでなければ２種類）を印鑑といっしょにご持参く
ださい。
　また、同じ世帯ではない方が代理で住所変更届に来られる場合は委
任状が必要です。委任状の書式は任意のもので構いませんが、町のホー
ムページからダウンロードすることもできます。
それに加えて…
　お持ちの個人番号カード（マイナンバーカード／プラスチック製）
あるいは個人番号通知カード（紙製）に住所変更の処理を行いますの
で役場窓口へご持参ください。

きんさいよ　「住所変更届」

■問い合わせ　久賀総合支所　☎（７９）１０００
　　　　　　　大島総合支所　☎（７４）１００１
　　　　　　　東和総合支所　☎（７８）１１１０
　　　　　　　橘 総 合 支 所  ☎（７７）５５００

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


